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海岸クロマツ林におけるクロマツ大径木由来の実生の定着適地
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The suitable habitat for estabHshing of seedlings derived froIIl old and

largeとsized Japanese black pine trees on the coastal sand Pine forest_
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Abstract:「『he suitable habitat for establishing of seedlings derived from old and large‐sized Japanese black

pine trees on the coastal pine forest was estimated. Germination rate of seeds of old and large,sized pine
tree was high.  It wtt considered that preserving seeds of old and large―sized pine iees and planting these

seedlings would be effective in order to maintain pine forests、vhich consisted of old and large―sized pine

trees.Open habitat which were covered with sand was suitable for establishing low and thck pine seedlings,

although the number ofseedlings was lo耽

1  1まじめに
海岸林は防風,防 砂,防 潮など様々な機能を有し
海岸周辺の住民に必要不可欠なものとなっている
(田中,1992;河 合,1992).代 表的樹種であるクロ
マツ(角″凋筋″″院昭ガPerl.)は古くから植栽され,多く
は人為的な維持管理がなされている(たとえば小日,
1992)。この海岸クロマツ林には共通の機能がある

一

方,構 成 しているクロマツの樹形は各地で異なって
いることも報告されている (浅見ら,2003).特 に老
齢個体はその地域の特徴を示すものであり,地 域性
を維持するためには,そ の場に古くから生育してい
る個体 (地域個体)由 来の稚樹の定着が必要である
と考えられる。しかしそのような地域個体は老齢で
あるとともにマツザイセンチュウ病の蔓延により枯
死が相次いでお り,十 分な種子の供給ができないこ
とが考えられる。また林床の草地化や林分の広葉樹、
林化などにより,ク ロマツ個体群の天然更新が不十
分である場合が多い (TaOda, 1988)。その場合,地
域個体由来の首木植栽も必要と考えられるが,現 存
老齢木に種子生産能力があるのか,ま たその種子に
は発芽能力があるのか,ど れくらいの発芽率がある
かなど不明な点が多く,現 場に即したデータの蓄積
が必要であると考えられる.

そこで,地 域特有の海岸クロマツ林維持のため,
地域個体由来の種子の発芽率および後継稚樹の生育
適地の解明を試みた.

2 調 査地
調査地の慶野松原は兵庫県淡路島の西南部に位置
する海岸クロマツ林である (図 1).面積は 95haで,
瀬戸内海播磨灘に面して北北東から南南西に伸びる
海岸線に沿つて 2.5臨nに わたり続いている。陸域側
周囲は南北に走る県道と住宅地に囲まれており,孤
立したマツ林となっている。瀬戸内海国立公園に属
するとともに国指定の名勝にもなっている海岸クロ
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マツの景勝地であり,大径木のクロマツは磯馴松 (そ
なれまつ)と 呼ばれ,直径は大きく,樹 高,枝下高,
業群高がともに低いことで特徴づけられる (西淡町
教育委員会,2001).胸 高直径約 60cm以 上 (最大
260cm)の クロマツ大径木が 120個 体生残 し,こ れ
らが慶野松原の代表的クロマツ (図 2)で あるとい

える (藤原 ・岩崎,2006).枯 死個体の年輪解析をも
とに推定された現存クロマツのうちの最高樹齢は
350年であり,年 平均成長率は約 1.8mmで 若齢時か
ら老齢時まで安定している (藤原ら,2007).
多くの海岸クロマツ林と同様 1970年 代からのマ

ツ材線虫病などにより,大 径木を含むマツの大量枯
死が続き,裸 地が目立つようになってきた。そこで

地元関係団体や有志を中心にマツ首木の植栽活動が

続いてきたが,植 栽密度が高かったため,形 状比,
枝下高,最 下葉群高の高い通直な個体が増加すると
ともに,植 栽木による大径木のクロマツの被陰も生
じてきた (西淡町教育委員会,2001).各 地の海岸マ

ツ林では,遷 移の進行により組成や構造が変化して
いるものも多く見られるが (杉本・浅川,1989:Taoda,
1988;藤 田・中日,2001),本 調査地においては,地
元住民の落ち葉掻きなどの林床管理により松原が維
持されている (木下,1984;全 国森林病虫獣害防除
協会,1998).1

図 1 調 査地
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